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所在地 本 社 

工 場 
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電話：076-254-5511 
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資本金 1000 万円  

営業年 創業 昭和５２年６月 営業年数 40 年 

役職員 代表取締役（山﨑 努）  

従業員 技術関係 事務関係 営業関係 生産関係 合計 13 名 

3 名 2 名 3 名 5 名 名（パート含む） 

社歴 昭和 52 年 6 月 借家にて創業（車庫を改造し、ガレージ産業として発足） 

昭和 57 年 8 月 本社研究所新設（ウオータージェットルーム等制御基板開発）

昭和 59 年 6 月 

  

TAXAN（加賀電子）向け OEM として IBM 社 PC.AT.XT 

などパソコン用のメモリーボード、画像処理基板を供給 

昭和 60 年 4 月 太田工場新設 基板 Assy 関連の生産設備を完備 

昭和 60 年 9 月 

  

㈱ブリヂストン新事業部（現エナーシス・ジャパン）との間で

バッテリー関連業務の受託を開始（保管、充電、開発） 

昭和 62 年 2 月 加賀電子㈱とカスタム IC（ASIC）センター開設 

平成 5 年 5 月 シャープ㈱に太陽電池コントローラーＯＥＭ供給開始 

平成 8 年 12 月 甲種電気用品（直流電源装置）製造事業者に認可登録 

平成 11 年 2 月 津幡町横浜に BBC（バッテリー）センターを開設 
（電池工業会認定：蓄電池設備資格審査登録事業者） 

平成 13 年 4 月 

  

営業部を新設 カーオーディオ分野へ進出 

日本自動車連盟（JAF）へウルトラブースターを供給開始 

平成 15 年４月 F37 太陽電池コントローラー累計３０００台出荷を達成 

平成 18 年 10 月 国立極地研究所に南極観測用電源システムを納入 

平成 18 年 11 月 BBC センターを子会社化（社名パワーシス(株)） 

平成 25 年 04 月 本社・工場統合し社屋を金沢市に移転 

平成 25 年 08 月 携帯電話基地局向けバックアップ電池供給開始 

平成 26 年 04 月 タカラスタンダード(株)向けレンジ用リモコン生産開始 

  

   

取引銀行 北國銀行本店 北陸銀行津幡支店 

主な 

営業品目 

◎EnerSys 社シール鉛電池（二次電池）販売代理店。◎蓄電池関連商品の製造販

売（直流電源装置、DC－UPS、ウルトラブースター、サージアブゾーバケーブ

ル、カーオーディオ向け各種電源、サブバッテリーシステム）◎独立型太陽光発

電システムおよび制御装置の製造販売（F37 シリーズ、LED 街灯） 

備考 金沢大学、金沢工業大学との共同研究（電池寿命予測、容量計の研究） 

東北大学の東北アジア学術交流に参加  



充放電コントローラに求められる事項

過放電から守る放電終止回路

過充電から守る充電終止回路

温度補正回路
残存容量検出回路

動作状態

能力

自己消費電力少ない

大容量、大電流に対応

小型で安価

壊れにくい、誤動作しない



研究開発の目的

• 二次電池で北海道、南極等低温下での電池の機能を発揮で
きず、外部から温める方法を提案しましたが熱容量等の問
題で実用化には至りませんでした。

• 今回電池自身に電流を流すことにより発熱する熱で低温環
境で充放電の可能性を試みました。

外部 加温 内部 発熱

充電モード

マイナス

電池温度

放電モード電流

パルス放電シーケンス 予想
バッテリ内部温度上昇？

パルス放電モード

常温での充放電モード

０℃

T 環境温度（マイナス環

境）



ＪＡＦ向けエンジンスターター



鉛ＢＡＴＴに加温用ヒーターを巻き付けた（ＡＣ１００Ｖ）

鉛ＢＡＴＴに加温用ヒーターを巻き付けた（ＡＣ１００Ｖ）



テストリチウム電池仕様

• ●供試電池について
• 電池種類：リン酸鉄リチウムイオン
• 容量 ：20Ah（推定）
• 形状 ：ラミネート形
• 使用数 ：2個 ※電池No1を放電→充電, 電池No2を充電のみとしている

• ●測定データの項目について
• [項目] [内容]
• 周囲温度 → 恒温槽内温度(供試電池付近で測定)
• T‐No1 → 電池No1のケース温度（電池側面中央にて測定）
• T‐No2 → 電池No2のケース温度（電池側面中央にて測定）
• V‐No1 → 電池No1の電圧 （電池端子にて測定）
• V‐No2 → 電池No2の電圧 （電池端子にて測定）
• I‐No1 → 電池No1の電流 （分流器50A‐100mV）
• I‐No2 → 電池No2の電流 ※I‐No1の分流器と同一のものを使用
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●Discharge and Charge Capacity

Discharge Capacity 0 
[mAh]

Charge Capacity     +30 

●Charge Method
3.7V, 5Amax, CCCV
Charge Termination Current 

Battery Charge Test without Discharge@‐20℃

Battery Voltage

Battery 
Current

Charge Termination Current Line (3A)
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●Discharge and Charge Capacity

Discharge Capacity -298 [mAh]
Charge Capacity    +498 [mAh]
Total  +199 [mAh]

●Discharge Method
100ACC, 10sec

●Charge Method
3.7V, 5Amax, CCCV
Charge Termination Current ≦3A

Max -16.8℃

Interval Time to reach Maximum 
Temperature
24sec

Battery Charge Test with 100A Discharge@‐20℃

Battery Voltage

Battery Current

Discharge
100A

Charge Termination Current Line
(3A)



‐35

‐30

‐25

‐20

‐15

‐10

‐5

0

5

10

15

20

25

30

‐2.5

‐2

‐1.5

‐1

‐0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

0 50 100 150 200 250 300 350

B
at

te
ry

 C
ur

re
nt

[A
], 

B
at

te
ry

 T
em

pe
ra

tu
re

[℃
]

B
a

tt
e

ry
 V

o
lta

g
e

 [V
]

Time[sec]

Battery Temperature

●Discharge and Charge Capacity

Discharge Capacity 0 [mAh]
Charge Capacity     +7.6 [mAh]
Total  +7.6 [mAh]

●Charge Method
3.7V, 5Amax, CCCV
Charge Termination Current 

≦3A

Battery Charge Test without Discharge@‐30℃

Battery Voltage

Battery Current

Charge Termination Current Line (3A)
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●Discharge and Charge Capacity

Discharge Capacity -272 
[mAh]

Charge Capacity    +80 [mAh]
Total  -193 [mAh]

●Discharge Method
90ACC, 10sec

●Charge Method
3.7V, 5Amax, CCCV
Charge Termination Current ≦3A

Max -26.1℃

Interval Time to reach Maximum 
Temperature
19sec

Battery Charge Test with 90A Discharge@‐30℃

Battery Voltage

Discharge
90A

Charge Termination Current Line
(3A)



寒冷地充放実験結果

• 氷点下の寒冷地で今まで不可能であった電池の充放電の可
能性を見出せた。

• リチウム電池で実用化になれば

軽くて、大容量、で シンプルな形になります、使い勝手が向

上します。（今までは外部からの熱源で温める等複雑

な方法がとられていた） 消費電力が大きい、電池の内部

まで熱が伝わる時間が大きい。

・ 鉛電池等ほかの二次電池への応用も可能と期待します。

マイナス低温環境下での充放電

リチウム電池リチウム電池

AC/DCAC/DC
BMUBMU

シーケンス

パルス放電

（プリヒート）

シーケンス

パルス放電

（プリヒート）

T 温度
〜マイナス３０度〜

℗



実用化へ向けて

• 放電モードを組み込んだ充電方法にベスト

なパターンを見出すことにより

電池の種類、環境温度、自己発熱の検出方法

の関連を見出し 寒冷地でも十分使用可能な
実用装置の開発を目指します。

モデル完成予想

ＢＭＵ

プログラマブル電源 ＋ シーケンサープログラマブル電源 ＋ シーケンサー



ＣＶ，ＣＣプログラマブル電源
外部リモートコントロール可 試作中

御清聴ありがとうございました




